




【要約】 HBe 抗原陽性妊婦から出生した児で、予防処置後 HBs 抗原陽性とならず 5 年以

上経過観察できた症例 43 例 (男 20 例、女 23例、年齢 5～13 歳)を対象として、血漿由来

HB ワクチン(PHB)と遺伝子組み換え HB ワクチン(r-HB)とに分け、HB ワクチンの長期効果

を検討した。

  ワクチン終了 1～2力月後の HBs 抗体価に関しては、PHB の場合高反応群は 14 例(54%)、

r-HB では全例が高反応群であった。 長期経過(5 年以上)における HBs 抗体の有無につい

ては、PHB の場合 HBs 抗体陰性は 26 例中 3 例(12%)であった。この 3 例は初期の HBs 抗体

価上昇も低反応群・無反応群の症例で、複数回の追加ワクチン投与を施行していた。一方、

r-HB が、初期の反応のみならず、長期におけるHBs 抗体価の持続という面からも、PHB に

比較して良好な成績であった。しかし、 r-HB 施行例で初期の HBs 抗体反応が高反応群に

属していても、5 年以上の長期においては検査上 HBs 抗体陰性となる症例があり、垂直感

染防止処置におけるHBs 抗体価がいつまで持続するかという点に関して今後検討していく

必要があると考えられる。


